
　

　

★図書カードの寄贈

　(編集・発行)

宿毛市立坂本図書館

　〒788-0001

　 宿毛市中央二丁目7番14号

☎　0880-63-2654     

FAX 0880-63-0155     

★サブ展示

展示期間　6月25日(木)まで
★メイン展示（長寿政策課コラボ企画） 　暑さで体調を崩されていませんか？本格的な暑

さが来る前に暑さに体を慣らすための対策につい

て本を展示してみました。夏バテ対策、運動や筋

トレ、暑い時期の食事など展示しています。

　今回の宿毛市長寿政策課とのコラボ企画は ●サブ展示図書(抜粋)

　・オーラルフレイル 「こども気象庁」「異常気象の教科書」

がテーマです。 「ココが知りたい地球温暖化」「今さら聞けない

　噛む・飲み込む・話すといった口の機能の低下 気象の超基本」「雲の名前、空のふしぎ」

を放置すると、全身が弱って、要介護リスクが高く 「地球ってすごい」

なります。低栄養・身体的フレイルや食事・お口の

体操などの本を展示しています。 ★サブ展示
　興味のある方ぜひおいでください。

「オニのサラリーマン」「パパはウルトラセブン」

「パンダ銭湯」「ふまんがあります」

「パパとおさんぽ」

「ねえとうさん」

「おとうパン」

　国際ソロプチミスト幡多様から図書カード

３万円分を寄贈していただきました。

　国際ソロプチミスト幡多は、女性と女児の生活

向上を目指して活動しており、講演会や団体への

寄贈などを行っています。坂本図書館も

●メイン展示図書(抜粋) 例年図書カードの寄贈をいただいております。

「新しい「歯」のトリセツ」

「小学生のための歯のはなし」

「あなたの老いは舌から始まる」

「かむ・飲み込むが難しい人のごはん」

「０歳から１００歳までのこれからの「歯の教科

書」」「大人女子のためのデンタルケア事典」

「図解でよくわかる歯のきほん」

№309

2026年
6月号

《 展示のご案内 》
『異常気象を考える』

『オーラルフレイル』

『6.21父の日　お父さんありがとう』

寄贈ありがとうございました

さ 　く　 ら
図書館だより
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※本の紹介文は、スタッフが作成しています。

(一般) (児童)

内藤　育子　著 小林　武彦　監修

ＷＡＶＥ出版 ＰＨＰ研究所

(一般) (児童)

かんの　ゆうこ　作

喜多川　泰　著 福田　利之　絵

ディスカヴァー・トゥエンティワン 講談社

はじめての切り花ガイド 生き物ってなぜ死ぬの？

いただきます。
人生が変わる「守衛室の師匠」の教え

ドリームサーカスとひみつの夜

　お花が一輪あるだけで、いつもの部屋が

パッと明るくなり、心まで軽く感じません

か？お花屋さんで見つけたお気に入りの一

輪を、もっと素敵に楽しむためのヒントが

満載の1冊です。

　長持ちさせるコツから、おしゃれなリー

スやスワッグの作り方まで、写真付きでや

さしく教えてくれます。

　忙しい毎日に、自分へのごほうびとして

お花を愛でる時間をプラスしてみません

か？

　誰にでもいつかは訪れる「死」。それは

少し怖くて悲しいイメージがあるかもしれ

ません。ですが世界に目を向ければ、その

捉え方は驚くほど多様です。次の人生への

旅立ちを祝うお葬式など「死」を前向きに

捉える文化は、私たちが「どう幸せに生き

るか」を考えるヒントをくれます。

　命の不思議に正面から向き合い、明日か

らの生き方が少し変わるような、学びの深

い一冊です。

　高校を卒業したばかりの翔馬は、「楽に

稼げる」と聞いて警備のバイトを始めるこ

とに。しかし、そこで出会った３人の年配

警備員の生き方・考え方に触れていくこと

で翔馬の中の価値観がどんどん変わってい

き…。

　タイトルの『いただきます。』には、た

だの食事の挨拶としてだけではない深い意

味が込められています。とても大事なこと

に気付かせてくれる、感動の小説です。

　学習発表会でやる劇の主人公への憧れを

胸にしまい、自信が持てずにいる光太。そ

んな光太が不思議なピエロに導かれた「夜

のサーカス」で得たのは、自分の本心と向

き合う勇気でした。この本は、弱気な自分

を否定せず、心の声を聴くことの大切さを

教えてくれます。光太の小さな一歩に、背

中を押されるような温かい物語です。

読んでみませんか？

-新着図書のご案内-
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読み終えて
   　　　　　　　　　　　　　　　　　 松澤まり子

　前回のさくら随筆を読んで電話をかけて下さっ
た方がいる。Оさんだ。Ｏさんは以前、坂本図書
館でお勤めされていた司書さんだ。わたしが子供
の頃から可愛がってくれていて図書館に行く度に
声をかけてくださったり、本屋さんでばったり会
うと話をしたり。手には新潮文庫を何冊か持って
いらっしゃったことを思い出す。最近知ったのだ
が、わたしの叔母と同じ歳だそうな。90歳は過ぎ
ている。Ｏさんは「いくり日記」というブログを
ライブドアブログで書いていらして、数か月前に
ブログを開いた時、結構長い間更新されていな
かったので心配になりコメント欄にコメントを残
したら、お電話をいただいた。よかった。お元気
そうで。ほっとした。
　電話を下さったＯさんは前回のさくら随筆をス
マートフォンで読んだそうだ。
「まり子ちゃん（Ｏさんはわたしのことをそう呼
ぶ）いっぱい本を読んじょうがやねえ。同じ本を
三冊も持っちょうがやねえ、すごいねえ」と話す
ので
「いえいえすごないですよ全然。お恥ずかしい限
りながです」
と恐縮した。
「書いちょった詩、荒地、あれちって読むが？初
めて知ってねえ、スマホで検索したがよ。初めて
読んだがよ。ええ詩やねえ」
　とてもとても嬉しかった。わたしの書いたもの
をちゃんと読んでくださりそれをまたご自分の中
で広げてくれている。いくつになっても好奇心を
持ち続けているＯさんを見習わないと！

　今のわたしといえば仕事に追われ殆ど本を読ん
でいない。仕事でメール、書類を読むのは毎日の
こと、趣味の雑誌をぱらぱら、とか編み物のパ
ターンを編み方をスマホで検索したりしてにら
めっこして読む、とかケーキ本のレシピを読むと
か……読むに入ってないんじゃないか（笑）。前
回書いた、ベッドサイドテーブルの本たちもまだ
かまだかとしびれを切らして待っている。今月の
新聞も溜まっているが、一面の、高知新聞でいえ
ば「小社会」に当たる日本経済新聞の「春秋」は
ほぼ毎日読んでいるのだが、この前面白いものが
あった。面白いと思うのは政治や株価やら政府や
ホルムズ海峡ではなくて、やはり興味のあること
で漱石の手紙のことだった。漱石直筆の手紙が見
つかった記事がきっかけらしかった。「春秋」の
筆者はその記事を読んで手持ちの岩波文庫の漱石
の書簡集を読み直したらしい。少し抜粋させてい
ただく。

　例えば「こころ」を読んで質問してきた小学生
への返事。「あなたは小学の六年でよくあんなも
のをよみますね。あれは小供（こども）がよんで
ためになるものじゃありませんからおよしなさ
い。あなたは私の住所をだれに聞きましたか」。
偉ぶらず、一人前に扱い、しかしやっぱり子供に
向けた口調は自然で、近すぎず遠くもない。
（日本経済新聞2026年4月17日「春秋」より）

　確かに。「こころ」は思えばスプラッタな部分
があるもの。作者が一番知っているのだろう。
「春秋」の筆者はこうも書いている。「適切な距
離感でどうすんなり伝えるかは古くて新しい問題
でメールに悩む人も多いのではなかろうか。漱石
の手紙委は文学的価値だけでなく文範として実用
性もありそうだ。」
　漱石は漱石だからして書くことのできる手紙で
あって誰彼とは真似は絶対にできない。

　わたしはたまに今まで考えてきた。現代に漱石
が生きていたらSNSはするだろうか？Xなどに投稿
をするだろうか？手書きの原稿用紙にあれほど推
敲をしていたけれど現代ならPCのワードなどでパ
タパタとキーボードをたたいて推敲を重ねるだろ
うか。手書きの良いところは推敲の前の文章も見
えることかな、と今書いていて思う。ほうう。こ
こをこう直してるのか、などと感嘆することもで
きる。
　文学館などで漱石の手書き原稿の代わりに漱石
の使っていたPCとか展示されてもあまり面白くな
いな。そう思うのは明治から遠く生きている現代
のわたしであって、未来にはPCはアンティーク品
になり、展示されてだれかが「ほうう、これが大
昔のパソコンというものか」と珍しがられるのか
もしれない。

－ さ く ら 随 筆 －

高砂にて
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0 「ＡＩ用語図鑑」 増井 敏克 「隕石のひみつ」 阿部 新助

0 「書店に行くとだいたいイイコトが起こる」 杉浦 正人 「生き物ってなぜ死ぬの？」 小林 武彦

1 「８０歳から初めてよかった１００のこと」 和田 秀樹 「空港のひみつ」 「空港のひみつ」編集室

2 「楔形文字が語る古代オリエント」 小林 登志子 「1日1分頭を良くするすごい早口ことば１００」

2 「飛鳥・藤原の宮都」 来村 多加史 宮口 幸治

3 「離婚と離婚後の生活で知りたいことが全部のってる本」 「見あげればロフトの窓に」 斉藤 洋

主婦の友社　編 「まゆとごちそう春夏秋冬」 富安 陽子

4 「シーラカンスに会い行く」 高野 真吾 「夏目漱石のことばと人生」 小森 陽一

4 「鼻炎のリセット法」 木村 至信 「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」５ 廣嶋 玲子

5 「こどものとものてづくりブック」 こどものとも編集部 「スージーのふしぎな一日」 ミリアム・ヤング

5 「鶏むね２kgを使いきり！」 倉橋 利江

6 「犬のホンネ図鑑」 １分イッヌネコ大学

6 「「自転車」はどこに向かうのか」 疋田 智

7 「北極星」 西野 亮廣 「とかげ」 竹中 践

8 「今日からはじめるChatGPT英会話」 山田 優 「ねずみくんの花ことば」 なかえ よしを

9 「預言者の歌」 ポール・リンチ 「フラフープ！」 かねこ まき

9 「カラフル」 阿部 暁子 「めだまやきがにげました」 鬼頭 祈

9 「魔心」 五十嵐 貴久 「パンダのおさじとぱんだっこちゃん」 柴田 ケイコ

9 「コズミック・ガール」 伊与原 新 「どうどうどうどうどうぶつえん」 にしだ のぶまさ

9 「空き家と移住」 垣谷 美雨 「かぶとむしが にげた！」 たしろ ちさと

9 「家康と七人の忍び」 佐藤 賢一 「いたずらからす」 さとう わきこ

9 「燻る骨の香り」 千早 茜 「おばけのそこぢから」 内田 麟太郎

は休館日

6月の休館日 7月の休館日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
28 29 30 26 27 28 29 30 31

開 館 日 時 火～金　10:00～18:30　　土・日・祝　10:00～18:00

ホームページ https://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-25/p010805.html

メールアドレス tosyo@city.sukumo.lg.jp

～新着図書のご紹介～

　　　　　一般図書 　　　　　児童図書

　　　　　絵　　本

　　　　　　　　　　★このほかにもたくさんの図書が入っております。
　　　　 　　　　　　　図書館ホームページでは、新着図書一覧が検索
　　　　　　　　　　　できますので、そちらもぜひご覧ください。

※7月20日（月・祝日）は、BGMデーです。

※左側の数字は図書の分類を表しています．

　　０…総記、１…哲学、２…歴史、３…社会科学、４…自然科学

　　５…技術、６…産業、７…芸術、８…言語、９…文学
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